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ɹฏ ��  �݄���� ࣌ �� ɺࡾԭΛݯͱ͢Δʮฏ �� ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭʯ

ʢϚάχνϡʔυ���ɺ࠷େ̓ʣ͕ൃੜ͠·͠ ͨɻ͜ͷͷޙɺଟͷ༨͕ɺؠखݝԭ͔Βҵ

ԆͼΔ͞ʹԭͷ౦ʵೆೆํݝ ���Ωϩϝʔτϧɺ෯ ���ΩϩϝʔτϧͷྖҬͰൃੜͯ͠ ͍

· ɻ͢ຊͷൃੜޙʹϚάχνϡʔυ Λ̓ӽ Δ͑༨ཱ͕ͯଓ͚ʹൃੜͨ͠΄͔ɺ�݄�ͷ༨ʢϚ

άχνϡʔυ���ʣͰɺ࠷େ̒ڧͷ͍ڧ༳ΕͱͳΓɺ�݄��ͷ༨ʢϚάχνϡʔυ���ʣͰ

Λ؍ଌ͠·͠ ͨɻ

ɹ౦ํଠฏ༸ԭͷ͔ޙΒ݄̒ ʹ͔͚ͯɺ༨׆ಈҬ͔ΒΕͨݝ෦ʙ৽ׁݝதӽ

ํɺ੩Ԭݝ౦෦ɺळాݝ෦ɺҵݝೆ෦ɺݝத෦Ͱ࠷େ̑ڧҎ্ͷ͕ൃੜ͠·

ͨ͠ɻ·ͨɺমַശࠜࢁͳͲ౦ຊͷ͍ͭ͘ ͔ͷՐࢁͷपลʹ͓͍ͯ׆ಈ͕Ұ࣌తʹൃ׆ͱͳΓ
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㻠᭶11᪥171㻢ศ㻌

M7㻚0㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙅ㻌

ᮇ㛫��11ࡣᖺ 3᭶ 11᪥1ࡽ�᭶ 31᪥、▴ᙧࡣవ㟈ᇦ、ᅗ୰㹋ࠋࡍ♧ࢆࢻ࣮ࣗࢳࢽࢢ࣐ࡣ�

వ㟈ᇦෆ7ࢻ࣮ࣗࢳࢽࢢ࣐ࡢ��以上ࡢᆅ㟈、ࡣࡓࡲ、㟈ᗘ㸴ᙉ以上ࢆほ ࡓࡋᆅ㟈྿ࡁฟࡋ

࡛、Ⓨ⏕้、ࢻ࣮ࣗࢳࢽࢢ࣐、᭱㟈ᗘࡢࡓࡋ♧ࢆࡉࡁ�

㻟᭶1㻡᪥22㻟1ศ

M㻢㻚㻠㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙉ㻌

㟼ᒸ┴ᮾ㒊

㻟᭶11᪥1㻠㻠㻢ศ

M㻥㻚0㻌 㟈ᗘ㻦䠓䠄ᮏ㟈䠅

㻠᭶7᪥2㻟㻟2ศ㻌

M7㻚2㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙉ㻌

㻟᭶11᪥1㻡0㻤ศ

M7㻚㻠㻌 㟈ᗘ㻦䠑ᙅ㻌

㻟᭶11᪥1㻡2㻡ศ

M7㻚㻡㻌 㟈ᗘ㻦䠐㻌

7᭶10᪥0㻥㻡7ศ

M7㻚㻟㻌 㟈ᗘ㻦䠐㻌

㻟᭶11᪥1㻡1㻡ศ㻌

M7㻚㻢㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙉ㻌

㻟᭶12᪥0㻟㻡㻥ศ㻌

M㻢㻚7㻌 㟈ᗘ㻦䠒ᙉ㻌

㛗㔝┴䞉᪂₲┴┴ቃ㻌

ศᕸ マグニチュード5.0以上の地震の分布ࡢᆅ㟈ࡢ���以上ࢻ࣮ࣗࢳࢽࢢ࣐

期間は 2011年 3月11日から12 月 31日、矩形は余震域、図中Ｍはマグニチュードを示す。
余震域内のマグニチュード 7.0 以上の地震、または、震度６強以上を観測した地震に、吹き出しで発生時刻、マグニチュード、最大震度の大きさを
示した。
※「平成２３年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の活発な余震活動により非常に多くの地震が発生し、2011年 3月～ 5月に発生した地震観測
　データの解析処理が終了していないため、2011年 12 月時点で解析処理が済んだ地震の回数を掲載している。

ʮฏ��ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭʯͷ༨׆ಈͱใఏڙ
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ɹؾிɺେ͖ͳ͕ൃੜ͠ɺͦͷ༨Ͱඃൃ͕ੜ͢ΔڪΕ͕͋Δ߹ʹɺ༨ൃੜ֬Λؚ

Ίͨ༨ͷݟ௨͠ʹ͍ͭͯͷใΛൃද͢Δ͜ͱʹͯ͠ ͍· ɻ͢౦ํଠฏ༸ԭͷࡍɺ༨ͷ

͠·Ί࢝௨͠ͷൃදΛ�݄��͔Βݟ ͨɻ��ͷݟ௨ Ͱ͠ɺϚάχνϡʔυ ʢ̓࠷େ ʣҎ্ڧ�

ͷ༨͕͏͜ �ؒʹൃੜ͢Δ֬��ˋͰͨ͠ɻ༨׆ಈ͕࣍ୈʹԼͨ͜͠ͱʹ͍ɺ�݄��

ʹൃੜ֬��ˋ·ͰԼ͠·͠ ͨɻͦͷޙɺൃੜ͕֬��ˋະຬͱͳͬͨͷͰɺ༨ൃੜ֬

ͷൃදΛऴྃ͠ɺ༨ͷൃੜঢ়گ্ࡂͷཹҙ߲ࣄͳͲͷ͓ΒͤΛఆظతʹͯͬߦ ͍· ɻ͢

ɹ౦ํଠฏ༸ԭͷൃੜ͔Β� �ϲ݄͋·Γ͕ͪܦɺ༨ͯͬݮ ͖·͠ ͨɻ͔͠͠ɺ௨ৗͷ

ঢ়ଶʹΔ·Ͱʹ୯Ґͷ͔͔͕ؒ࣌ΔͱࢥΘΕɺޙࠓ·Εʹେ͖ͳ༨͕ൃੜ͢Δ͓ͦΕ͕͋Γ

· ɻ͢

	

※「平成２３年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の活発な余震活動により非常に多くの地震が発生し、2011年 3月～ 5月に発生した
　地震観測データの解析処理が終了していないため、2011年 12 月時点で解析処理が済んだ地震の回数を掲載している。

「平成23年 (2011年 ) 東北地方太平洋沖地震」の余震月別回数（マグニチュード5.0以上）

最大震度５弱以上の余震の回数 (2011年 3月11日～12月 31日 )

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ᭶� 4᭶� �᭶� 7᭶�᭶ �᭶ �᭶ 1�᭶� 11᭶� 1�᭶

 震度５弱	 ３０回	 

震度５強	 １０回	 

震度６弱	 ２回	 

震度６強	 ２回	 
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コラム

　余震には、①その発生数は本震直後に多く、時間とともに少なくなっていく、②規模が大きい地震の
数は少なく、規模が小さい地震の数は多いという、二つの性質があります。この二つの性質に基づいて、
今後、発生する余震の数とその中に含まれる大きな余震の数を推定して余震発生確率を計算します。こ
の余震発生確率は10％単位の数値で発表されます。

　例えば、「今後3日以内に、マグニチュード7.0以上の余震が発生する確率は、20％」といった情報の
場合、同様の地震活動が10回起こった場合、そのうち2回の事例でこのような余震が発生するというこ
とを示しています。東北地方太平洋側の海域での過去40年間（1971年～2010年）の発生状況をも
とにすると、3日間にマグニチュード7.0以上の地震が発生する確率は0.2％であり、20%というのは
通常の100倍と非常に高い確率です。

余震の見通しの情報（余震発生確率）について

発生数は本震直後に多く、時間とともに

少なくなっていく

規模が大きい地震の数は少なく、規模が
小さい地震の数は多い

余震活動の性質
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コラム

浸水予測マップ

浸水被害が発生する石巻市内

　平成23年東北地方太平洋沖地震により、東北地方の太平洋沿岸地域は大きく地盤が沈下しました。
これに伴い、海岸近くの地域では、広い範囲で大潮の満潮時を中心に浸水や冠水の被害が発生するよ
うになりました。
　このため、気象庁では、大潮の満潮時の天文潮位と国土地理院が作成した地震後の陸地の標高値を
比較して、大潮の満潮時に浸水する可能性のある地域とその日時、最大の浸水深を図で示した「大潮の
期間の浸水予測マップ」を作成しています。浸水予測マップは、被災地域の自治体等に提供され、住民
の生活や、復興・復旧活動に活用されています。

大潮の期間の浸水予測マップ
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ɹฏ �� ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭͰɺݯҬ͔Β���ΩϩϝʔτϧΕɺ࠷େ͕
̏ͷେࢢࡕͷߴϏϧͷߴ֊Ͱɺཱ ͬͯ ͍ΒΕͳ͍΄Ͳͷ༳ΕͱͳΓ·͠ ͨɻ·ͨɺฏ�� ʢ����

ʣेউԭͰɺւಓখࢢͰɺੴ༉λϯΫͷ༉͕େ͖͘ ༳ΕΔεϩογϯάʹΑͬ ͯੴ༉λ

ϯΫͷഁଛ͕ੜ͡λϯΫՐൃ͕ࡂੜ͠·͠ ͨɻ͜ΕΒେʹͬͯ ൃੜͨ͠पظಈʹΑΔӨڹ

ͱߟ Β͑Ε· ɻ͢

ɹຊͰ���� Ҏ߱ɺࢢ෦ͰߴϏϧ͕૿Ճͯ͠ ͓ΓɺपظಈʹΑͬ ͯӨڹΛड Δ͚ਓޱ

ʑ૿Ճͯ͠ ͍· ɻ͢͜ͷͨΊɺؾிͰɺपظಈʹର͢Δࡂใͷఏ͕ڙඞཁͱ͑ߟɺ

ࡂใͱ͠ ͯͷׂɺ༰ɺൃදͷλΠϛϯάͷݕ౼Λߦ ͱ͏ͱʹɺֶࣝऀݧܦؔলி͔Β

ͳΔʮपظಈʹؔ͢Δใͷ͋Γํݕ౼ձʯΛઃஔ͠·͠ ͨɻ

ɹؾிͰɺ౦ํଠฏ༸ԭʹ͓͍ͯपظಈʹΑͬ ͯ༳Ε͕େ͖͘ ͳͬͨߴϏϧ্ 

֊ͷਓϏϧཧऀώΞϦϯάௐࠪΛ͍ߦɺͦͷ݁ՌɺදͰ؍ଌ͞ΕͨͰɺϏϧͷதʹ͓͚

Δਓͷߦಈͷࠔ͞ͳͲ͕ཧղ͠ʹ͘ ɺ͘·ͨɺԼ֊ͷਓ্͕֊ͷ༳Εͷେ͖͞ Λೝࣝ͢Δͷ͕͍͠ɺ

ͱ͍͏͜ ͱ͕໌Β͔ʹͳΓ·͠ ͨɻ

ɹ͜ͷͨΊɺݕ౼ձͰɺपظಈʹؔ͢ΔใɺҰൠͷํϏϧཧऀɺؔػؔࡂͰ

௨ʹར༻Ͱڞ Δ͖ใͱ͠ ͯɺݻ༗प͕ظ�ʙ�ඵ͔Β�ʙ�ඵఔͷؒͷߴϏϧΛରͱ͠ ɺߴϏ

ϧͷ༳Εͷେ͖͞ ͳͲΛΠϝʔδ͍͢͠Α͏ ɺҬ୯ҐͰߴϏϧ͕େ͖͘ ༳Ε͍ͯΔՄੑ͕͋Δ

͜ͱΛਝ͔ͭ؆ܿʹ Δ͑ใͱɺ؍ଌ͞ΕͨಈΛɺؒ࣌Λ͔͚ͯੳ্ͨ͠Ͱ؍ଌຖͷ༳

Εͷঢ়گͷৄࡉͳใͷఏڙɺஈ֊తͳൃද͕ඞཁͰ͋Δͱ͞ Ε͍ͯ· ɻ͢

ɹؾிͰɺݕ౼ձͷٞΛ౿·͑ɺʮपظಈʹؔ͢Δใʯͷൃද։͚ʹ࢝ɺ४උΛਐΊ

͍ͯ· ɻ͢

ɹ		

長
周
期
地
震
動
に

　
　
　
　関
す
る
情
報

ユ
ー
ザ
ー

+ +

・体感した揺れに対するさらなる
　理解と事後の行動の判断
・防災対応の優先順位の検討、危
　機管理対応の検討 など

長周期地震動が発生して
いる地域に対する迅速かつ
簡潔な情報を提供

長周期地震動が発生した地点
における、より詳細な情報の
提供

・通常の地震とは異なる揺れで
　あることの理解
・震度が同じであっても、何らか 
　の影響があることを認識して
　意識を高める

など

・情報作成に必要なデータの入電時間、解析時間、情報編集時間
・非常時の情報過多による混乱の回避制約条件

長周期地振動に関する発表のタイミングを発表内容 (案 )

पظಈʹؔ Δ͢ใͷ͋Γํݕ౼ձʹ͍ͭͯ
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質問箱

　波の山から次の山までの時間間隔を周期といいます。地震動には、短い周期の波によるガタガタとし
た揺れと、長い周期の波が伝わって生じるゆっくり繰り返す揺れとが、同時に混ざっています。このゆっ
くり繰り返す揺れを長周期地震動と呼びます。長周期地震動はマグニチュードが大きい地震ほど大きく
なります。高層ビルや、石油タンク、長大橋梁等の長大構造物は、周期数秒から十数秒の固有周期（構造
物が揺れやすい特有の周期）を有するため、大地震に伴って発生する長周期地震動によって大きな揺れ
を生ずることがあります。

■ 「長周期地震動って何？」

超高層ビルや石油タンクの被害
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ɹҏ౾ౡͷ౦෦͔Βԭ߹ʹ͔͚ͯɺେࣨࢁΛ͡Ίͱ͢ΔଟͷখܕͷՐ͕ࢁͯ͠ ͍· ʢ͢ҏ౾౦

෦Ր܈ࢁʣɻ͜ΕΒͷՐࢁ୯ՐࢁͱݺΕɺՐͷʹผͷॴʹ৽ͨͳՐޱΛੜͯ͡Ր͢Δͱ͍

͏ಛ͕͋Γ· ɻ͢���� Ҏ߱ɺҏ౦ࢢͷԊ͔؛Βԭ߹ʹ͔͚ͯͷྖҬͰൃ܈తͳ׆ಈ͕�� ճ

ൃੜ͠ ͓ͯΓɺ܁Γฦ Ϛ͠άϚͷ্ঢ͕ͬ͜ى ͍ͯΔͱߟ Β͑Ε· ɻ͢͜ͷ͏ͪ ɺ���� �݄ʹɺత

ͳඃ͋Γ·ͤΜͰ͕ͨ͠ɺҏ౦ࢢԭ �ΩϩϝʔτϧͷւఈʢखੴւٰʣͰ༗࢙ҎདྷॳΊͯͷՐ͕

ൃੜ͠ ·͠ ͨ

ɹ͜ΕΒͷɾՐ׆ࢁಈͷ

ࡂରࡦʹཱͯͯΒ͏ ͨΊɺ

ฏ ��  �݄ҏ౾౦෦Րࢁ

ಈͷ༧ଌ׆Δʮ͚͓ʹ܈

ใʯͱʮՐܯռϨϕϧʯͷӡ

༻Λ։࢝͠·͠ ͨɻલऀɺԼ

ͷϚάϚͷ্ঢʹؔ࿈֪ͯ͠

มಈͷ؍ଌσʔλʹҟ

ৗͳมԽ͕ݱΕɺൃ׆ͳ׆

ಈͷൃੜ͕༧ଌ͞Εͨ߹ʹɺ

ͱɺ̍نେͷ࠷

Ҏ্ͱͳΔͷճɺ׆ಈظ

ؒͷݟ௨͠Λʮҏ౾౦෦ͷ

ಈʹؔ͢ΔใʯͰ͓Βͤ׆

͠· ɻ͢ऀޙɺप

Րੑࢁඍಈͷ؍ଌ݁Ռʹ͖ͮج

ϚάϚͷ্ঢ͕Րʹ݁ͼͭ͘

Մੑ͕͋Δͱஅͨ͠߹ʹɺ

ࡂରԠʢආɺආ४උʣΛࣔͯ͠ ൃද͢ΔใͰ ɻ͢Ր͢ΔॴΛಛఆͰ͖ͳ͍ҏ౾౦෦Րࢁ

ಈ͕ൃੜͯ͠׆Ͱʮ܈ ͍ΔൣғʢՐ͕ޱग़͢ݱΔՄੑ͕ൣ͍ߴғʣ͔Βपล֓Ͷ �Ωϩϝʔτϧ

ͷൣғʯʹରͯ͠ ՐܯใͰܯռʢආɺආ४උʣΛݺͼ͔͚· ɻ͢

ɹࡏݱɺҏ౦ࢢؾிΛ͡Ίͱ͢ΔؔػؔࡂͰߏ͞ΕΔҏ౾౦෦Ր܈ࢁٞڠࡂձʢձɿ

ҏ౦ࢢʣʹ͓͍ͯɺ۩ମతͰ࣮ફతͳආܭըͷࡦఆʹڞ͚ͯಉͰɺݕ౼ΛਐΊ͍ͯ· ɻٞ͢ڠձ

ͷؔإ͕ؔػͷݟ Δ͑ؔΛߏங্ͨ͠Ͱɺආܭըʹͮ͘جࡂରԠͷΠϝʔδΛڞ༗͠ɺॅຽආ

Λత֬ʹࢧԉ͢ΔଶΛߏஙͯ͠ ɺՐࡂͷܰݮΛͯ͠ࢦ ͍· ɻ͢

噴火の影響が及ぶ可能性のある範囲

�ҏ౾౦෦Ր܈ࢁʹ͓͚Δʮ׆ಈͷ༧ଌใʯͱʮՐܯռϨϕϧʯ

�8



ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

（１）平成２３年（２０１１年）7月新潟・福島豪雨

ɹ�݄��͔Β��ʹ͔͚ͯɺ৽ׁݝͱౡݝձΛத৺ʹେӍͱͳΓ·͠ ͨɻಛʹɺ��͔Β��ɺ

લઢ͕ேౡ͔ΒํΛ௨ͬͯ ؔ౦ͷ౦ʹ͔͚ͯఀ͠ɺલઢʹ͔ͯͬ ஆ͔͘ඇৗʹۭ࣪ͬͨ

ͷঢ়ଶ͕ෆ҆ఆͱͳͬͯؾΈɺେࠐΕྲྀ͕ؾ ɺ৽ׁݝͱౡݝձΛத৺ ʮʹฏ �� �݄৽ׁɾౡ

߽ӍʯΛ্ճΔهతͳେӍͱͳΓ·͠ ͨɻ

	͜ͷେӍʹΑΓɺ৽ׁݝɺౡ໊�͕ऀࢮ͍͓ͯʹݝɺํߦෆ໌ऀ͕�໊ͱͳΓ·͠ ͨɻ·ͨɺ৽ׁݝɺ

ౡݝͰ֤ͰఅͷܾյՏͷΜཞʹΑΓॅՈ͕ਁਫͨ͠΄͔ɺ࠭ࡂʹΑΔॅՈ

ಓ࿏ͷඃଟൃੜ͠·͠ ͨɻͦͷଞɺఀిɺஅਫ͕ൃੜ͠ɺઢ࿏ͷྲྀࣦͳͲɺަ௨ؔػʹେ͖ͳ

Ө͕ڹग़·͠ ͨɻ͜ͷ�݄��͔Β��ʹ͔͚ͯࡂΛͨΒ͠ ͨେӍʹ͍ͭͯɺؾிʮฏ �� 

݄̓ ৽ׁɾౡ߽Ӎʯͱ໋໊͠·͠ ͨɻ

○「平成 16年 7月新潟・福島豪雨」との比較

ɹʮฏ�� �݄৽ׁɾౡ߽Ӎʯʹ͓ Δ͚ڧӍؒظؒ࣌̕Ͱɺ૯߱ਫྔ࠷େͰ���ϛϦΛ͑

ΔఔͰ͕ͨ͠ɺࠓճؒ࣌̕ͷ߱ਫྔ͕ղੳӍྔʹΑΕ࠷େͰ ���ϛϦʢΞϝμεͰ�����ϛϦΛ

ଌʣΛ͑ɺ؍ Β͞ʹେӍ͕ؒ࣌ଓ͍ͨͨΊɺ݄̓ ��͔Β��ͷ ̏ؒͷղੳӍྔʹΑΔ૯߱ਫ

ྔ����ϛϦʹ ୡͨ͠ͱ͜ Ζ͕͋ΓɺӍྔͰൺֱ͢Δͱɺฏ�� ͷ߽ӍΛ্ճΓ·͠ ͨɻ

ɹҰํɺඃΛൺΔͱɺॅՈඃ͕����� ౩͔Β����� ౩ɺऀࢮɾํߦෆ໌ऀ͕�� ໊͔Β�

໊ʹͳΔͳͲɺతඃɺਓతඃͱগͳ ͳ͘Γ·͠ ͨɻ

	

コラム

　予測情報及び噴火警戒レベルの運用が開始され、当市にとっ
て防災対応が行い易くなりました。
　引き続き、これら情報を発表するタイミングや内容等につい
て、さらなる共同検討をお願いしたいと思います。
　今後は、伊豆東部火山群防災協議会において避難計画などを
共同で策定していくことになりますが、迅速・的確な防災対応を行
うには、平常時から関係機関や識者の方々との“顔の見える関係”
を築くことが重要です。この火山防災協議会を始め、訓練、フィー
ルドワークなどを通じ交流を深めていきたいと思います。
（伊東市企画部危機対策課　鈴木課長補佐）

■伊豆東部火山群防災対策のこれから　～地元・伊東市の立場から～

トピックス
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	ฏ �� ͷେӍͰܾյͨ͠ՏͷఅͳͲͷઃඋͷڧԽʹΑΔੑࡂͷ্ʹՃ͑ɺ࣏ࣗମʹ͓͍

ͯɺ͋Β͔͡Ίආࠂקͷஅج४ΛఆΊɺॅຽʹରͯ͠ ආͷํ๏Λ͋Β͔͡Ίप͢ΔͳͲ

ରࡦΛͱͬ ͓ͯΓɺૣΊʹආࠂקΛൃྩ͠ɺใΛߦࡂແઢʹΑΔ์ૹɺใंɺϝʔϧɺ

ϥδΦͳͲ༷ʑͳखஈΛ༻͍ͯॅຽʹୡͯ͠ ͍·͠ ͨɻ·ͨɺؾใจதͰʮฏ�� ͷ৽ׁɾ

ౡ߽Ӎʹඖఢ͢ΔେӍʯͱ͍ͬͨաڈͷࡂΛҾ༻ͯ͠ ҙىשΛͨͬ͜ߦͱͰɺใΛड͚ͨใಓػ

ؔͳͲʹΑͬ ճͷେӍ͕େ͖͘ࠓͯ औΓ্͛ΒΕɺॅຽʹΑΓ۩ମతʹ͕ײػةΘΓ·͠ ͨɻ

	͜ͷΑ͏ ͳ͔ࠒΒͷඋ͑ͱͷରԠ͕ɺඃݮܰʹͭͳ͕ͬͨͱߟ Β͑Ε· ɻ͢

平成 23年 7月 27日 21時～ 30日 12時 平成 16年 7月 11日 9時～ 14日 9時

平成２３年７月新潟・福島豪雨（左）と平成１６年７月新潟・福島豪雨（右）の
総降水量の分布図の比較

新潟県加茂市宮寄上（ﾐﾔﾖﾘｶﾐ）の雨の状況（7月27日～31日）

アメダスで観測した降水量について、左図は平成 23 年 7月 27 日 21 時～ 30 日 12 時、右図は平成 16 年 7月 11 日 9 時～ 14 日 9 時の期間
で積算したものです。

7月 27 日 0時～ 31 日 0時における、新潟県加茂市宮寄上 ( ﾐﾔﾖﾘｶﾐ ) での降水量と、加茂市への大雨警報などの気象情報の
発表の状況を時系列で示したグラフです。
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ɹ

（２）平成２３年（２０１１年）台風第１２号

ア．台風第12 号の状況
ɹେܕͷ෩ୈ��߸ɺΏͬ͘ Γ

ͱ্͠·͠ ͨɻ͜ͷͨΊɺຊ

͔Βຊʹ͔͚ͯؒ࣌ʹΘͨͬ

ͯ෩पลͷඇৗʹۭ͕࣪ͬͨؾ

ྲྀΕࠐΈɺلҏౡͷࢁԊ͍Λத

৺ʹൣ͍ғͰهతͳେӍͱͳ

Γ·ͨ͠ɻ�݄��͔Β�݄�

·Ͱͷ૯߱ਫྔൣ͍ғͰ����

ϛϦΛ͑ɺଟ͍ͱ͜ΖͰ߱ਫ

ྔฏͷ �ׂʹୡ͠ɺلҏౡ

ͷҰ෦ͷҬͰղੳӍྔͰ

����ϛϦΛ͑·ͨ͠ɻಸྑݝɾ

ՎݝࢁΛத৺ʹൣ͍ғͰਁਫ

࠭ൃ͕ࡂੜ͠ɺશࠃͰ ��

ࢮ໊͕ ɾऀํߦෆ໌ऀͱͳΓ·͠ ͨɻ

　　山腹崩壊 　　　河川のはん濫 

羽根川（十日町市大字丁地内）（新潟県提供） 信濃川（小須戸橋地点）　（北陸地方整備局提供）

台風第 12 号の経路図

台風第 12 号の中心位置の移動を示した図。上陸時の強風域（風速毎秒 15 メートル以上）の
大きさもあわせて示しています。

トピックス
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イ．ゆっくり進み、大きな被害をもたらした台風第12 号
ɹ

ɹ

ɹ෩ୈ�� ߸ɺࣗసंΑΓ͍ฏ࣌ۉ

 ��ΩϩϝʔτϧҎԼͰɺ��͔Β�݄�

ͷؒɺ����ΩϩϝʔτϧΛ�͔͚ؒ

ͯΏͬ͘ Γͱ্͠·͠ ͨɻ

ɹ෩ୈ�� ߸͕Ώͬ Γ͘ͱਐΜͩཧ༝ɺ

ຊۙͰ௨ৗภ෩ͷӨڹʹΑΓ

ૣʹ௨Γա͗Δͷʹର͠ɺภ෩͕ऑ͍ঢ়

ଶ͕ଓ͍ͨͨΊͱߟ Β͑Ε· ɻ͢

三重県宮川市宮川の雨の状況　８月３０日１７時～９月５日２４時

三重県宮川市のアメダス「宮川」で観測された雨の記録。9月 4 日 10 時 10 分までの 24 時間に 872.5 ミリ、同日 17 時 20 分までの 72 時間に
1519.0 ミリを観測し、ともに観測史上 1位を更新しました。8月 30 日 17 時からの総降水量は 1630.0 ミリで、宮川の年間降水量平年値 3147.5 ミ
リの 5割を上回っています。

台風第12号のゆっくりした動き

台風第12 号の中心は、8月27日には小笠原近海にあって、その後 6日間かけて
本州付近に到達しています。
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ウ．土砂の大規模崩壊とその後の対応
ɹهతͳେӍʹΑΓɺಸྑݝɺՎݝࢁʹେنͳ࠭ൃ͕ࡂੜ͠ ·͠ ͨɻ

ɹൃ͕ࡂੜͨ͠पลͷࢢொଜͰɺྲྀܢࣼ໘ʹ่ͨͬյ͕ɺͦͷޙͷΘ͔ͣͳ߱ӍʹΑͬ ͯ

ྲྀग़͢ΔͳͲͷ࠭ൃ͕ࡂੜ͍͢͠ঢ়ଶͰ͋ͬͨ͜ͱ͔Βɺ͜ΕΒͷࢢொଜΛରͱ͠ ͯൃද͢Δେ

Ӎܯใɾҙใͷൃදج४Λ௨ৗج४ΑΓҾ͖Լ͛ͨఆج४Λઃ͚ͯ�݄�ΑΓӡ༻͠ɺͦͷޙͷ

Ӎʹඋ͑·͠ ͨɻ

山腹崩壊 土砂崩れ

国道169号線（奈良県吉野郡川上村付近）

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町（和歌山県提供）

平成 23 年 9月8日付で、和歌山県と奈良県に設定された
大雨警報（土砂災害）・大雨注意報の暫定基準

大雨警報・注意報の土壌雨量指数基準について、市町村毎の被災地の状況を考慮して通常基準の 8
割または 5 割に引き下げた暫定基準を設定し、運用しました。

トピックス
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　·ͨɺྲྀग़ͨ࠭͠ʹΑΓՏ͕͖ͤࢭΊΒΕΔՏಓด͕࠹ੜͨͨ͡Ίɺࠃަ௨লۙـํඋہ

ͰԾഉਫ࿏ࣄͳͲͷࣄٸۓΛߦ ͳ͏ͲରࡦΛ͗ٸ·͠ ͨɻؾிͰɺ͜ͷΑ͏ ͳର͕ࡦԁʹ࣮

Ͱࢪ Δ͖Α͏ ɺඃࡂҬͷۀ࡞Λࢧԉ͢ΔͨΊͷؾࢿྉΛ࡞͠ɺಉඋہͷࡂରࡦຊ෦ఏڙ

͢Δͱͱʹɺ৬һΛ͠ݣ·͠ ͨɻ

エ．台風第12 号により被災したアメダスの復旧対応
ɹ෩ୈ��߸Ͱɺ௨৴ճઢͷ్ઈ؍ଌثػͷףਫͷͨΊɺلҏౡೆ෦ʹ͓͍ͯෳͷΞϝμ

ε͕োͱͳΓ·͠ ͨɻؾிɺͪʹ৬һΛݱʹ͠ݣɺൃࡂ�ޙʹՎݝࢁͷຊٶʢ΄Μ͙

ʣ͏ٴͼಸྑݝͷ෩ʢ͔ͥʣͷ؍ଌॴʹՄൖܕͷ؍ଌثػ௨৴ثػΛྟ࣌ʹઃஔ͢ΔͳͲૣٸͳ

෮چʹΊ·͠ ͨɻ

大阪管区気象台が近畿地方整備局へ提供した災害時気象支援資料

奈良県風屋地域雨量観測所における衛星通信機器設置作業

左図は河川閉塞地点付近の 3 時間毎の雨量予測、右図は台風第12 号の被災地における天気を解説した資料です。

��



ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

（３）平成２３年（２０１１年）台風第１５号

ア．台風第15号の状況
ɹೆେ౦ౡͷւ্ʹ͠Β͘ ཹ·Γɺ࣪ͬͨ

Θͨͬͯʹ͕ؒ࣌ؾۭ ຊभʹྲྀΕࠐΜͩ͜ͱ

ͱɺ౦ւํʹ্ޙ͍ڧྗΛอͪͳ͕Β

౦ʹਐΜͩ͜ͱʹΑΓɺຊ͔Βຊʹ

͔͚ͯͷൣ͍ғͰɺ෩هతͳେӍͱͳ

Γ·ͨ͠ɻ֤Ͱਁਫަ௨োͳͲ͕ੜ͡ɺ

��ऀࢮͳͲͰݝɺѪݝɺ੩Ԭݝٶ ໊ɺߦ

ํෆ໌ऀ�໊ͷେ͖ͳඃΛͨΒ͠ ·͠ ͨɻ

イ．静岡県浜松市付近に上陸後も強い勢力
を保った台風第15号
ɹ݄̕ ���� Β͘͠ޙۙʹ্ͨ͠෩ୈ��߸ɺͦͷࢢদݝ੩Ԭʹࠒ࣌ ྗΛอ͍ͪͭͭڧ

౦ਐΈ·͠ ͨɻ੩Ԭݝ෩ͷܸΛड͚ɺ��͔Β߱Γଓ͍ͨӍ͕ɺ��ͷே͔Βڧ·Γͩ͠ɺ

༦ํʹ͔͚ͯͨ͋ؒ࣌�Γ��ϛϦΛ Δ͑ඇৗʹܹ͍͠ӍʹݟΘΕ·͠ ͨɻ

台風第１５号の経路図

台風第15 号の中心位置の移動を示した図。

レーダーが捉えた台風第 15 号
（９月 21 日 14 時）

東京都江戸川区江戸川臨海の風の状況
9 月 19 日 1 時～ 22 日 24 時

レーダーによる雨雲の様子から、上陸時には台風の目の構
造が保たれていたことが分かります。

東京都江戸川区のアメダス「江戸川臨海」で観測された10 分ごとの風速（平均
風速）の記録。21日正午前から風が強まっています。

トピックス
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ɹ౦ژͰɺ��ະ໌͔Β͍ڧӍ͕ଓ͍ͨͷͪ࣍ୈʹӍ͕ऑ·ΔҰํͰɺனલ͔Β෩͕ڧ·Γ

·͠ ͨɻށߐ۠ͷΞϝμεʮށߐྟւʯͰ�� ࣌ �� ʹฏۉ෩͕ຖඵ ����ϝʔτϧͱ؍ଌ্࢙

͍͓ʹ৽͢ΔͳͲɺ֤ߋେΛ࠷ ༦ͯํʹ͔͚ͯ෩ͷϐʔΫͱͳΓ·͠ ͨɻ

ɹ͜ͷͨΊɺटݍΛΔమಓಓ࿏ɺ෩ͷڧ·Γͩͨ͠�� Ί͕ੜ͡ɺࢭߦԆ௨ߦΖ͔Βӡ࣌͝

�� ଟʹ࣌ ͷ͘మಓ͕ӡࢭఀߦঢ়ଶͱͳΓ·͠ ͨɻ͜ͷӨڹ ͢ؼͰݍΖ·Ͱଓ͖ɺट࣌͝��

ΔλΠϛϯάͱॏͳͬͨ͜ͱ͋Γɺେྔͷؼࠔऀ͕ൃੜ͠ɺࣾձతͳӨڹͷେ͖͍෩ͱͳΓ·

ͨ͠ɻ

ウ．台風情報を利用することで
ɹ౦ژͰ�� ෩ຖඵ��ϝʔτϧΛʹ͗࣌͢

͑Δڧ෩͕ɺ͗࣌͢��ʹ෩ຖඵ ��ϝʔτϧΛ

 Δ͑෩͕ਧ͖࢝Ί·͠ ͨɻ

	ςϨϏΠϯλʔωοτ͔ΒೖखͰ͖Δ෩ใͰɺ

෩ͷਐ࿏ɺڧ෩ݍɾ෩ݍʹೖΔλΠϛϯάΛΔ

͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢෩Ӎʹࠐ͖ר·Εͣʹ҆શʹؼ

͢ΔͨΊʹɺ෩ใΛ׆༻ͯ͠ૣΊʹରࡦΛͱΔ

͜ͱ͕ޮՌతͰ ɻ͢

３時間ごとのアメダスにおける平均風速及び風向の状況

台風の影響に伴う渋谷駅前の混雑

15 日  12 時 15 日  15 時

15 日  18 時 15 日  21 時

アメダスによる 3 時間のごとの関東甲信地方の
平均風向・風速の状況。首都圏は北東に進む
台風第15 号の右側にあたり、風向きが南東か
ら南西へ変化しつつ強い風が続きました。

画像提供：NHK
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コラム

　風や気温などの大気の時間変化をコンピュータで計算して将来の天気を予測する方法が数値予報
です。気象庁は、昭和34年（1959年）にわが国の官公庁として初めて科学計算用の大型コンピュータ
を導入し、その後、数値予報技術とコンピュータ技術の進歩にあわせて計算機を更新し、9代目となるス
ーパーコンピュータシステムを平成24年（2012年）6月より運用する予定です。新しいスーパーコン
ピュータの計算能力は、現在の約30倍、これは一秒間に８百兆回の四則演算を行う能力に相当し、局地
的大雨などの短時間強雨等に対する防災気象情報の高度化や、長期的な気候予測の精度向上に役立
てられるほか、気象衛星データ処理もあわせて行う計画です。

　防災機関として24時間365日の連続稼働が求められることから、計算機には無停電電源装置によ
る停電対策、建屋には積層ゴムによる横免震と上下免震装置による地震対策などの防災対策を施して
います。

■スーパーコンピュータシステムの更新

スーパーコンピュータ

建屋と積層ゴム

トピックス
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（１）桜島の火山活動ɹ

ɹฏ �� ʢ���� ʣ݄̒ ʹՐ׆ಈΛ࠶։ͨ͠ࡩ

ౡೆַ౦ࣼ໘ͷতՐޱͰɺฏ ��ʢ���� ʣ

ʹೖΓ࣍ୈʹՐ׆ಈ͕ൃ׆Խ͠·ͨ͠ɻฏ �� 

ʢ����ʣʹೖͬͯɺ݄̑ʹতՐޱͷՐޱఈͰ༹

ଓ͠ɺܧಈ͕׆ͳՐൃ׆ଌ͞ΕΔͳͲ؍ॳΊ͕ͯؠ

ೆַࢁՐޱͷՐճΛؚΊͨؒՐճ

���� ճ 	ฏ �� ɺ���� ճ 
Ͱͦͷ͏ͪ രൃతՐ

ͷճ ��� ճʢಉɺ��� ճʣʹ ୡ͠·͠ ͨɻࡩౡͰɺ

େ͖ͳੴٴͼՐྲྀࡅʹର͢Δܯռ͕ඞཁͳൣғΛʮՐ

Β֓Ͷ͔ޱ Ω̎ϩϝʔτϧʯͱ͢ΔՐܯռϨϕϧ̏ 	 ೖ

੍نࢁ 
Λܧଓ͠·ͨ͠ɻരൃతՐʹ͍ɺେ͖ͳ

ੴ͕̏߹ʢতՐ͔ޱΒ���� ʙ����ϝʔτϧʣ·

Ͱୡ͢ΔՐɺ��݄ʹ̐ճɺ��݄ʹ̎ճɺ��݄ʹ̓

ճൃੜ͠·͠ ͨɻՐྲྀࡅ̓ճൃੜ͠·͠ ͕ͨɺ͍ͣΕ

খنͳͷͰͨ͠ɻ

ɹೆַࢁՐޱͰɺฏ ��ʢ���� ʣ�� ݄̏ 

ҎདྷͷരൃతՐ͕ɺ݄̎ ̓ʹ̎ճൃੜ͠·͠ ͨɻ

ɹࡩౡͷʹ͋ΔѬྑ 	͍͋Β
ΧϧσϥʢࣛࣇౡԞ෦ʣͷԼਂ෦ͰɺϚάϚͷੵ͕ظʹΘͨ

Γܧଓͯ͠ ͍Δ͜ͱ͕ɺࠃཧӃͷ֪มಈ࿈ଓ؍ଌͰଊ Β͑Ε͍ͯ· ɻͦ͢͜ ͔ΒࡩౡԼͷϚ

άϚྔڅڙͷ૿Ճ͕ɺࡏݱͷՐͷଟ͍ঢ়ଶΛͨΒ͠ ͍ͯΔͱਪఆ͞ΕɺޙࠓɺߋʹՐ׆ࢁಈ͕ൃ׆

Խ͢ΔՄੑߟ Β͑Ε·͢ͷͰɺ׆ಈͷਪҠʹҙ͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢

桜島昭和火口の月別噴火・爆発回数

※ 爆発的噴火は噴火の一形態であり、桜島では、爆発地震を伴い、爆発音、体感空振、噴石の火口外への飛散、または気象台や島内の空振計で
一定基準以上の空振のいずれかを観測した場合に爆発的噴火としています。

200㻢ᖺ01 2007ᖺ01 200㻤ᖺ01 200㻥ᖺ01 2010ᖺ01 2011ᖺ01

平成 23年 5月 31 日
海上自衛隊第 72 航空隊鹿屋航空分遣隊ヘリコプターから撮影

桜島の昭和火口で観測された溶岩

火口底に上昇している溶岩の様子及び溶岩中央部が非常に高温

であることが認められる。（図の矩形内）

ฏ��ʢ����ʣͷݦஶͳՐ׆ࢁಈ
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（２）霧島山（新燃岳）の火山活動と気象庁の対応

ア．火山活動と警報発表の推移
ɹໄౡࢁʢ৽೩ַʣͰɺฏ �� �݄��ɺଟྔͷग़Λ์ग़͢Δ࿈ଓతͳՐ͕ൃੜ࣍͠ୈ

ʹՐͷنେ͖͘ ͳͬͨ͜ͱ͔Βɺؾிɺੴʹରͯ͠ ͔ޱռ͕ඞཁͳൣғΛͦΕ·ͰͷʮՐܯ

Β֓Ͷ Ω̍ϩϝʔτϧʯ͔ΒʮՐ͔ޱΒ֓Ͷ Ω̎ϩϝʔτϧʯʹ֦େ͢ΔࢫͷՐܯใΛൃද͠ɺՐܯռ

ϨϕϧΛ̎ʢՐޱपล੍نʣ͔ Β̏ ʢೖ੍نࢁʣʹ Ҿ্͖͛·͠ ͨɻ Β͞ʹɺਓӴʹΑΔ؍ଌ݁Ռ͔Βɺ

��ʹ֬ೝ͞ΕͨՐޱͷ ϝेʔτϧͷ༹͕ؠ��ʹՐޱΛ΄΅ຬͨͯ͠ ͍Δ͜ͱ͕͔Γɺര

ൃతՐʹΑͬ ͯ͜ͷ༹͕ؠग़ͨ͠߹ʹൃੜ͢ΔՐྲྀࡅͷӨൣڹғΛ౿·͑ͯɺಉɺܯռ͕ඞཁ

ͳൣғΛʮՐ͔ޱΒ֓Ͷ̏Ωϩϝʔτϧʯʹ֦େɺ݄̎ ̍ʹൃੜͨ͠രൃతՐʹΑͬ ͯେ͖ͳੴ͕Ր

Β͔ޱ ���Ωϩϝʔτϧͷ·Ͱඈͨ͜͠ࢄͱ͔Βܯռ͕ඞཁͳൣғΛʮՐ͔ޱΒ֓Ͷ Ω̐ϩϝʔτϧʯ

ͷൣғʹ֦େ͠·͠ ʢ͍ͨͣΕՐܯռϨϕϧ ʢ̏ೖ੍نࢁʣ͕ܧଓʣɻͦͷޙɺՐ࣌ʑൃੜͨ͠

ͷͷɺنখ͘͞ ͳΓൃੜසগͳ ͳͬͨ͘͜ͱ͔Βɺ݄̏ ��ɺܯռ͕ඞཁͳൣғΛʮՐ͔ޱΒ

֓Ͷ̏Ωϩϝʔτϧʯͷൣғʹॖখͯ͠ ͍· ɻ͢

イ．噴火時等の避難に係る対応
ɹɺ݄̍ ��Ҏ߱ͷՐ׆ಈΛड͚݄ͯ̎ ̓ɺՐ׆ಈ͕ Β͞ʹൃ׆Խͨ͠߹ʹඋ͑ɺֳ

ɾফிɾަࠃলɾؾிͷؔলி৬һʹΑΓ৫͞Ε ʮͨໄౡࢁ 	 ৽೩ַ 
 Րʹؔ͢Δ

ࢧԉνʔϜʯΛݝ࡚ٶிʹ͠ݣɺฏ �� ʹؔলிʹΑͬ ͱͯΓ·ͱΊΒΕ ʮͨՐ࣌ͷආ

ʹΔՐࢁࡂମ੍ͷࢦʯʹ͖ͮجɺݩͷؔػ ʢؔݝɺࢢொɺؾɺ࠭෦ہɺՐࢁઐ

Ոʣ͕Րࢁڞ͍ͯͭʹࡂಉͰݕ౼͢ΔՐࢁٞڠࡂձʢໄౡՐࢁࡂ࿈བྷձίΞϝϯόʔձٞʣΛ

͜͏ߦԉΛࢧఆࡦըͷܭங্ͨ͠Ͱɺॅຽͷආߏ࠶ ͱͱ͠ ·͠ ͨɻ

平成23年霧島山 (新燃岳 ) の噴火

大量の噴石や火山灰を巻き上げながら噴煙柱を形成する霧島山 ( 新燃岳 )
の連続的噴火（平成 23 年 1月 27日撮影）

霧島山 ( 新燃岳 ) の火口内に蓄積された溶岩（平成 23 年 1月 31日
撮影）

トピックス
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ɹՐࢁٞڠࡂձʹ͓͍ͯɺݩͷؾɺࢢொ͕ආܭըΛࡦఆ͢ΔͨΊʹඞཁͳʮՐγφϦΦʯ

ʢՐʹ͏ݱͱӨൣڹғͷਪҠʹ͍ͭͯؒ࣌తʹॱΛͬͯ આ໌ͨ͠ͷʣΛࣔ͠ɺՐܯռϨϕϧ

ʢ̐ආ४උʣٴͼ ʢ̑ආʣͷՐܯใ͕ൃද͞ΕΔΑ͏ͳՐ׆ಈͷৄࡉʹ͍ͭͯ۩ମతͳղઆΛ

͠·ͷཧղΛಘؔػɺ͍ؔߦ ͨɻ Β͞ʹɺطଘͷϋβʔυϚοϓʹදࣔ͞Εͨ۠ݥةҬΛՐܯռϨ

ϕϧ ʢ̐ආ४උʣٴͼ ʢ̑ආʣͰͷܯռ͕ඞཁͳൣғʢආରҬʣͱ͢Δ͜ͱΛ͕ؔؔػ߹

ҙ্ͨ͠Ͱɺݩͷࢢொʢໄౡٴࢢͼݪߴொʣ͕த৺ͱͳͬͯ ආܭըͷڞಉݕ౼͕ਐΊΒΕ·͠ ͨɻ

ɹໄౡࢁʢ৽೩ַʣͷՐࢁݶʹࡂΒ ɺͣؾிٴͼݩͷؾɺجࡂຊܭըʹ͖ͮجɺՐࢁ

ٞڠࡂձͷΈΛ׆༻ͯ͠ ɺؔऀࢁొ͕ؔػॅຽͷආʢՐܯռϨϕϧආܭըʣʹͭ

͍ͯฏৗ͔࣌ΒڞಉͰݕ౼͠ɺࡂରԠͷΠϝʔδΛ࣮֬ʹڞ༗͢Δ͜ͱͰՐ࣌ͷରԠΛΑΓԁ

Ͱࢪ࣮ʹ Δ͖ମ੍Λਪਐͯ͠ ͍· ɻ͢

ウ．新燃岳噴火に伴う降灰による土石流の対応
ɹҰൠతʹɺՐʹΑͬ ͯग़͞ΕͨՐࢁփͷଯੵʹΑΓɺগྔͷ߱ӍͰੴྲྀ͕ൃੜ͢Δੑݥة

·Δ͜ͱ͕ΒΕ͍ͯ·ߴ͕ ɻ͢·ͨɺ͜͏ ͨ͠ੴྲྀɺ୩Ԋ͍ʹԕํ·Ͱ౸ୡ͠ɺಓ࿏ɺՈɺ

·Λ༩͑ͳͲʹେ͖ͳඃߞ ɻ͢͜ͷΑ͏ͳ͜ͱ͔Βɺࣛࣇౡํؾͱ࡚ٶํؾɺ߱փʹ

ΑΔੴྲྀରࡦͷͨΊʹɺՐޙͷ�݄��͔Βɺࣛࣇౡݝໄౡࢢɺݝ࡚ٶࢢɺݪߴொɺখྛࢢɺ

͑ͼͷࢢΛରʹ�� ճɺໄౡࢁʢ৽೩ַʣपลͷؾ༧ଌΛ໌ࢧ࣌ࡂͨ͠هԉࢿྉͷൃදΛ

։࢝͠·͠ ͨɻ Β͞ʹɺେӍҙใɾܯใൃද࣌ʹɺ্ࡂͷҙܯռ߲ࣄ ʮʹໄౡࢁʢ৽೩ַʣप

ลͰɺੴྲྀటྲྀʹҙͯ͠ ͩ͘ ͍͞ʯΛ໌͠هɺΑΓҰͷҙΛଅ͢͜ͱͱ͠ ·͠ ͨɻ·ͨɺ߱

霧島山 (新燃岳 ) で再構築された共同検討体制（火山防災協議会）

「霧島山 ( 新燃岳 ) 噴火に関する政府支援チーム」の主導によって、地元の関係機関から構成される火山防災協議会が再構築されました。避難時期
や避難対象地域の確定に深く関与するメンバーから構成されるコアグループ（事務局会議）が形成され、火山防災協議会の活動を主導しています。
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Ӎ࣌ʹɺࣛࣇౡݝໄౡࢢɺݝ࡚ٶݪߴࢢொిʹΑΔؾঢ়گͷղઆΛ͍ߦɺಛʹࢢͱ

͠·ԉ͠ࢧରԠΛࡂ͏ߦொͷࢢΔͳͲɺ͢ࢪொʮग़ுղઆʯΛ࣮ݪߴ ͨɻ

ɹࠃަ௨ল͕࣮͠ࢪ

ௐࠪͷ݁Ռɺ߱ٸۓͨ

փʹΑΓੴྲྀͷ͓ͦΕ

ͯͬ·ߴ͕ ͍Δੴྲྀة

நग़͞Εɺආ͕ྲྀܢݥ

ͷߟࢀͱͳΔӍྔج

४͕ؒ࣌�Ӎྔ�ϛϦͱ

ࣔ͞Εͨ͜ͱΛड͚ͯɺ

ࢢݪߴொͷආ

ͯ͠༺ͷஅʹརࠂק

͍ͨͩ͘Α͏ɺ�݄�

ΑΓɺؒ࣌� �ϛϦҎ্

ͷӍͷؒظΛࣔ͠ ʮͨໄ

ౡࢁʢ৽೩ַʣपลͷ

Ӎʹؔ͢Δؾݝ࡚ٶ

ใʯʢҎԼʮໄౡࢁʹؔ͢Δؾݝใʯͱ͍͏ʣΛൃද͠·͠ ͨɻ�݄�ΑΓɺࢧԉνʔϜ

ʹ৬һΛ͠ݣɺੴྲྀʹର͢ΔආܭըੴྲྀରࡦͷͨΊɺʮໄౡࢁʢ৽೩ַʣՐͷ߱փʹΑΔ

࠭ࡂʹؔ͢Δආܭըࡦఆʹͯ͠ࡍ ͷ۩ମతͳ͑ߟ ʢํ࠷ऴҊʣʯΛ�݄��ͷίΞϝϯόʔձٞ

Ͱࣔྃ͠ ঝ͞Ε·͠ ͨɻ͜ͷํ͑ߟɺࢢݪߴொͷආܭըࡦఆʹ༗ޮʹ׆༻͞Ε·͠ ͨɻ·ͨɺ

�݄�ʹ࠭ܯࡂռ۠Ҭʹ͓ Δ͚࠭ࡂࢭରࡦͷਪਐʹؔ͢Δ๏ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ๏͕

ʢ৽ࢁใʦໄౡٸۓࡂௐࠪͷ݁Ռ͔Βɺʮ࠭ٸۓͷݝ࡚ٶަ௨লࠃަ௨লɺࠃΕɺ͞ߦࢪ

೩ַʣʧʯΛൃදͯ͠ ͕࠭ࡂఆ͞ΕΔ۠Ҭج४ͷݟ͠Λ͍ߦɺ͜Εʹ͍ࢢݪߴொͰ

ආࠂקͷج४ͷݟ͕͠ߦΘΕɺ࡚ٶํؾͰࢢொݝɺؔؔػͱ࿈ͭ͠ܞ ʮͭໄౡࢁʹ

ؔ͢Δؾݝใʯͷ༰Λదٓݟ͠·͠ ͨɻ

ɹ͜ͷΑ͏ʹɺؾிɺࠃͷؔؔػɺݝɺࢢொͱ࿈ͯ͠ܞ ໄౡࢁʢ৽೩ַʣͷՐʹ͏ੴྲྀࡂ

ͯͬߦରԠΛ͚ͨʹࢭͷ ͍· ɻ͢

霧島山（新燃岳）周辺の土砂災害警戒に対する気象情報の流れ

トピックス
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ɹͦͷଞɺໄౡࢁʢ৽೩ַʣͷՐ׆ಈʹ͍ɺ

߱ਫʹΑΔటྲྀੴྲྀͷൃੜʹඋ͑ɺ�݄��

ʹݝ࡚ٶͷݪߴொٴͼాࢁொɺฒͼʹࣛࣇౡ

ଌॴΛઃஔ͠ɺ؍Ӎྔ࣌ྟʹͷԂொͷ�͔ॴݝ

Ӎྔ؍ଌମ੍ΛڧԽ͠·͠ ͨɻ

宮崎県気象情報災害時支援資料

新燃岳南側斜面の降灰状況

山田観測所における雨量計の設置作業
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コラム

　各火山では、「防災基本計画」及び「噴火時等の避難に係る火山防災体制の指針」に基づき、都道府県
（防災部局）による総合調整のもとで、「火山防災協議会」（都道府県、市町村、気象台、砂防部局、火山専
門家等で構成される避難計画の共同検討体制）の設置が進められています。
　火山防災協議会の目的は、平常時から、噴火時等の登山者や住民の避難について、避難時期（いつ）、
避難対象地域（どこから）、避難先（どこへ）、避難経路・手段（どのように）をまとめた「具体的で実践的な
避難計画」の策定に向けた共同検討の推進であり、前提となる「噴火シナリオ」「火山ハザードマップ」
「噴火警戒レベル」の共同検討もこれに含まれます。検討結果は、「火山防災マップ」や「防災訓練」を通
じて住民等に周知されます。
　火山防災協議会における避難計画の共同検討を通じて、関係者間でいわゆる「顔の見える関係」を構
築し、「防災対応の具体的なイメージ・認識を共有」することで、噴火時等の関係者の連携による入山規
制や住民避難の円滑な実施に確実を期しています。

各火山の地元では、防災基本計画に基づき、都道府県による総合調整のもとで、平常時から登山者や
住民の避難について共同で検討する体制として「火山防災協議会」や「コアグループ」を設置し、図内
の６つの取組の共同検討を通じて、関係者間で「顔の見える関係の構築」や「防災対応のイメージ共
有」を推進する必要があります。

火山防災体制の構築について

噴火時等の避難に係る共同検討体制（火山防災協議会・コアグループ）

トピックス
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霧島山(新燃岳)の地元では、政府支援チームの主導により、宮崎・鹿児島の両県が事務局を務
める火山防災協議会「霧島火山防災連絡会コアメンバー会議」が再構築され、避難（噴火警戒
レベル・避難計画）の共同検討を通じて、市町村や気象台等の関係機関が「顔の見える関係の
構築」、「防災対応のイメージ共有」及び「噴火警戒レベルの改善」を進めています。

防災基本計画に基づく火山防災協議会の開催
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ɹਫݯࢿཧɺྛਫۀ࢈ɺྲྀ௨ɾখചۀɺ݈߁ɺΤωϧΪʔͳͲɺࠃ֎ͷଟ ͷࣾ͘ձࡁܦͰɺ

େӍɺߑਫɺׯͭɺ͋Δ͍פͳͲͷީؾมಈҟৗؾʹΑΔӨڹΛड͚͍ͯ· ɻ͢·ͨɺ

ٿԹஆԽͷਐߦʹΑΓɺۃͳߴԹେӍͷස͕૿Ճ͢ΔՄੑ͕͍ߴͱ༧ଌ͞Ε͓ͯΓɺީؾม

ಈҟৗؾʹΑΔӨڹͷ૿େ͕ݒ೦͞Ε͍ͯ· ɻ͢

ɹಛʹ్্ࠃީؾมಈҟৗؾʹରͯ͠ ੬ऑͰ͋ΓͦͷӨڹҰେ͖͍Ͱ͕͢ɺۙɺࣾձɺܦ

Ϳ͜ͱଟٴʹࠃϦεΫ͕զ͕ީؾͷࠃͷάϩʔόϧԽͷਐలʹ͍ɺ్্ࡁ ͳͬͯ͘ ͍· ɻ͢ฏ �� 

ͷλΠʹ ͓ Δ͚ߑਫʹΑΓۀاܥͷݱͷૢ͢ࢭఀ͕ۀΔͳͲɺզ͕ࠃͷࣾձ׆ࡁܦಈʹଟ ͷ͘Ө
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JICA　竹谷客員専門員提供
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浸水したタイの工業団地

提言の骨子
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気候情報を利用した対応策（気候リスク管理）の開発・実用化に向けた仕組み
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※気候サービスのための世界的枠組み（GFCS）の議論では、これを
「利用者インターフェースプラットフォーム」と呼んでいる。
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コラム

　農業にとって気象が重要であることは、過去も現在も、そして未来も変
わることはありません。いかに科学が進歩しても、気象要素が作物にとっ
ての適正な範囲を大きく逸脱すれば、人間にはもはやなすすべはありま
せん。しかしながら、事前にある程度天候変動を予測できれば、予防的な
被害軽減策をとることが出来ます。例えば、イネの場合は、水田に水を深く
張って幼穂を低温から守るとか、肥料を多めに与えて高温による品質低下

を防ぐなどです。ただし、どちらの場合も、生育が阻害されて有効分けつ数が減ってしまう、高温になら
なかった場合は食味が落ちてしまうなどのマイナス面があり、平年並みの天候では実施せず、信頼でき
る予報に基づいて行うことが必要です。そこで、農研機構は気象庁と共同研究を締結し、気候データを
農業現場で活用する技術開発に着手しています。東北農業研究センターでは、2週間先のアンサンブル
気温予測データの利活用について、岩手県立大学とも共同して情報発信を行い、有効な配信方法等に
ついて検討を行っています。

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構東北農業研究センター
気象災害リスク低減プロジェクト
プロジェクトリーダー　菅野洋光

交通政策審議会気象分科会の提言に寄せて

　このほか、東北農業研究センター
では、Googleマップによる気象予測
データを用いた水稲栽培管理警戒情
報システムから、水稲生育予測、低温
障害・高温障害予測、イネいもち病発
生予測、イネ紋ガレ病発生予測などの
情報を発信しています。ユーザーは自
分の圃場位置や品種を任意で登録で
き、個々の移植日や気象経過に応じた
生育ステージ予測とそれにもとづい
た警戒警報を受け取ることが出来ま
す。パーソナルコンピューターの他
に、携帯電話でも警戒情報メールを
受け取ることが出来ます。ユーザーＩＤ
を登録することで、情報の使用状況や
要望等を効率よく取得することができ、システムの発展に寄与しています。現在は東北地方限定で運用
していますが、農研機構第3期中期計画では、このシステムを全国版に展開する予定で、気象庁とも共
同研究体制をさらに深化させていきたいと考えています。
　

Googleマップによる気象予測データを用いた水稲栽培管理警戒情報システムによる
情報発信　（いもち病発生予測の例）

気象予測データ利用した農作物警戒情報

トピックス
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　今回の提言では、特に、気温などの予
測の各々の値に対して、その起こりやす
さを記述する確率分布の情報を充実さ
せるところに期待しています。水稲の高
温による品質低下が、より計画的な肥培
管理により低減できる可能性があるか
らです。また、湿度については、病虫害
の予測に重要な気象要素ですので、何
らかの形で予測モデルに使わせていた
だけることを希望します。日本は山がち
で地形も複雑なため、1キロメートルメ
ッシュが農業モデルにとって汎用的なサ
イズになります。数値予報データを1キ
ロメートルサイズまでダウンスケール
するのは簡単ではないと思いますが、是非そのような形で気候データをご提供いただき、農業のリスク
管理に使わせていただければと考えております。

水稲農家と農研職員による現地調査・打ち合わせ

提供：東北農業研究センター
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ද͠·͠ ͨɻ͜ͷࢿྉੈքؾػ ʢؔ8.0ʣͷΣ

ϒαΠτʹ͞ࡌܝΕɺ͘ प͞Ε·͠ ͨɻಉηϯλʔ

ͰɺࢿީؾྉͷఏڙݚमʹΑΔਓࡐҭΛ௨͠

ͯɺ֤͕ࠃదͳީؾใΛ࡞͠ɺҟৗؾʹ͏

ࢦΕΔ͜ͱΛ͞༺׆ใ͕ީؾʹͳͲݮܰͷඃࡂ
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平成23年６～９月の４か月降水量平年比の分布と主な地点の月降水量の経過

浸水したアユタヤ遺跡

WMOウェブサイト

トピックス

ւ֎ͷҟৗؾʹ͍ͭͯࠃ֎ʹใΛఏڙ
ʙタΠͷߑਫͷ֓ཁͱアδアଠฏ༸ީؾηϯタʔͷ׆ಈʙ

JICA 竹谷客員専門員提供

経過図の×は、データの未入電を示します。平年値は1981～ 2010 年の平均。

※アジア太平洋気候センター　：　各国気象機関における気候業務を支援するため、気象庁に設置。WMOが設置を進めている地域気候センターの一つ。
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コラム

　世界気象機関(WMO)では、各国の気象機関の気象観測データや気象予測資料などを効果的に国際
交換するため、従来のデータ交換に用いられてきた全球通信システム(Global Telecommunication 
System:GTS)に加えインターネット等を用いて登録した利用者が必要なデータを簡単に検索し、取得
できるようWMO情報システム(WMO Information System：WIS）という世界的な情報通信の枠組
みを作りました。
　WISにおける国際協力の役割には、世界の気象通信網の管理と交換するデータの管理を行う全球情
報システムセンター(Global Information System Centre：GISC）及び気象の各種データの収集と
作成を行うデータ収集プロダクトセンター(Data Collection or Production Centres：DCPC）とい
う種類があります。気象庁は、GISC及び8ヶ所のDCPCの運用を2011年8月から開始し、積極的なデ
ータ交換及びデータ提供を進めています。

GISCの運用開始に向け気象庁で開催したアジア域WIS実施計画のワークショップ
（2010年3月開催）

WMO情報システム（WIS）のセンター構成

■全球情報システムセンター及びデータ収集プロダクトセンターの運用開始
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アジア・オセアニア気象衛星利用者会議風景
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